
１． 開 催 日 時 ： 令和７年７月１日（火）　14:50～17:20 

２． 会 場 ：

３． 参 加 者 ： 北星学園大学 学生１７名

４． 主催（共催） ： 国土交通省北海道開発局・北海道運輸局、北星学園大学

５． 協 力 ： ＮＰＯ法人手と手

６． 実 施 概 要
：

７． アンケート結果より抜粋

・

・

・

バリアフリー教室（北星学園大学）実施概要

北星学園大学

バスの入口の幅などはバリアフリーに対応した幅で決まっていることに驚きました。全
ての人が円滑に移動するためには物理的にバリアフリー対応をするだけでなく、全ての
人が心のバリアフリーを意識することが大事だと思いました。

迷惑をかけてはいけないというのは、全てにおいてそうでは無いという話がとても印象
的でした。車椅子体験や今日の講義を受けなければ気づけなかったことだと思うのでと
ても為になりました。本日は本当にありがとうございました。

講師による障がいや手引きの講義の後、車いす乗車、介助の体験を通
じ、バリアフリーについて学んだ。

車椅子体験を通して、普段は意識しない段差や視界の変化など、当たり前だと思ってい
た生活の中にたくさんの障壁があると気づきました。こうした気づきを大切にし、誰に
でも起こりうることとして自分の問題として考え、心のバリアを取り除いていきたいと
思います。


